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・さんび：さんびか９番	 めぐみうけて（下を参照）	 奏楽：五十嵐美代枝姉妹	
	
・おいのり（今日も生かされていることを感謝し、主の守りと導きを祈ろう。）	
	
・せいしょ	 エフェソのしんとへの手紙２章１−６せつ（p.	353）	
	
「さて、あなたがたは、以前は自分の過ちと罪のために死んでいたのです。この

世を支配する者、かの空中に勢力を持つ者、すなわち、不従順な者たちの内に今

も働く霊に従い、過ちと罪を犯して歩んでいました。わたしたちも皆、こういう

者たちの中にいて、以前は肉の欲望の赴くままに生活し、肉や心の欲するままに

行動していたのであり、ほかの人々と同じように、生まれながら神の怒りを受け

るべき者でした。しかし、憐れみ豊かな神は、わたしたちをこの上なく愛してく

ださり、その愛によって、罪のために死んでいたわたしたちをキリストと共に生

かし、――あなたがたの救われたのは恵みによるのです――キリスト・イエスによ
って共に復活させ、共に天の王座に着かせてくださいました。」	
	
・おはなし「怖いところから嬉しいところまで引き上げてくださる神様」	 	

スパーリンク宣教師	
	
いろいろな怖いものがあります。地震が怖い？時には突然、大きな音がして、地

が動き出し、建物が崩れる。大きな災害が起こってしまうような大震災が起こり

います。雷が怖い？激しい風が吹いてきて、ひょうが降り、稲妻が地を指して、

ついて来る大きな音にびっくりすることがあります。怖いですね！それとも、怒

っといるお父さんが怖い？そうですね。お父さんは本当に優しい方ですね。でも、

僕たちはしてはいけないことを繰り返してすれば、激しく怒ってしまうことが起

こり、怖い面もあるかもしれません。怖いものって、こんなのがあります。	
	
でも、もっと怖いもの、恐ろしいものがあります。それは死です。悪魔の支配下

に置かれてしまい、神様から引き離されて、罪の中で悪魔の虜になってしますこ

とです。してはならないことばかりするようになって、造り主の正しい裁きの対

象になってしまうことです。使徒パウロが今日書いてくれた聖書の言葉に聞きま

しょう。「あなたがたは、以前は自分の過ちと罪のために死んでいたのです。こ

の世を支配する者、かの空中に勢力を持つ者、すなわち、不従順な者たちの内に

今も働く霊に従い、過ちと罪を犯して歩んでいました。わたしたちも皆、こうい



う者たちの中にいて、以前は肉の欲望の赴くままに生活し、肉や心の欲するまま

に行動していたのであり、ほかの人々と同じように、生まれながら神の怒りを受

けるべき者でした。」聞いたでしょうか？神様の道から離れた悪魔に属する者と

なり、本当の意味で死んでしまっていると言いました。喜びも希望もなく、将来

はただ神の怒りを受けるべき者です。これは地震や雷やお父さんの怒りよりもは

るかに恐ろしいことではないでしょうか。どこかに逃げ込んで隠れたい気持ちに

ならないでしょうか。	
	
でも、ちょっと待って！パウロ先生の言葉に注意して、もう一度聞きましょう。

「生まれながら神の怒りを受けるべき者でした。」デシタ！と言っていますね！

そして、続けて書いてくれた言葉に聞きましょう。「でも、しかし」と言うので

すね。全部読みましょう。「しかし、憐れみ豊かな神は、わたしたちをこの上な

く愛してくださり、その愛によって、罪のために死んでいたわたしたちをキリス

トと共に生かし、キリスト・イエスによって共に復活させ、共に天の王座に着か

せてくださいました。」何と素晴らしいことを言っているではないでしょうか。

「死んでいたわたしたちをキリストと共に生かしてくださいました！」あの望み

のない状態、悪魔の虜、神様の厳しい裁きを受ける者だったのに、神様はなおも

私たちを愛してくださり、イエス様のおかげで、イエス様が死者の中から復活し

蘇られたために、私たちをも生き返らせてくださいました！もう一度確認しまし

ょう。その怖い状態からとても嬉しい状態に、滅びる運命から、イエス様と共に

永遠に生きるようにしてくださる。このことはどうして起こるでしょうか。それ

は、「憐れみ豊かな神は、わたしたちをこの上なく愛してくださり、その愛によ

って」救い主イエス様の民にしてくださることによってですね！	
	
でも、さらに言います。ただ再び生かしてくださることも素晴らしいですが、さ

らに、想像を絶するほどの祝福を与えてくださいます。「キリスト・イエスによ

って共に復活させ、共に天の王座に着かせてくださいました。」王座に座り、

イエス様と食卓を共にして、いつまでも安心と平安と喜びを保証してくださいま

す。神様の愛の故です。イエス様の恵みによるのです。死んでいた私たちには何

ともすることができなかったのですが、神様は愛をもってご自身で恵みを与え、

主イエス様を信じ、救いの賜物を受けることができるようにしてくださいます。

「信じなさい。そうすれば救われます。」と、救いを提供してくださる。そして、

私たちは、「はい！信じます！お救いください！」と答えるわけです。その一瞬

に、悪魔の虜から解放されて、イエス様の王座にまで引き上げられて、神様の独

り子イエス様の隣に座るように、ご自身の愛する子供にしていただくのです。す

ごいことではないでしょうか！そこで、怖いことは何もありません。嬉しいとこ

ろに移されましたからです。神様の愛、イエス様の恵み、素晴らしいですね！	
	
一緒に祈りましょう！「憐れみと恵みの神様、ただいま、神様が罪のために死ん

でいる者をイエス様のおかげで再び生きるようにしてくださることを聖書から確

認しました。これによって勇気付けられてお願いします。どうか、イエス様を信

じるこの私をもあなたの愛する子供にしてください。いつまでも主イエス様と共

に生きる者、いつも神様と同じ愛の中で歩み、神様の喜ばれることを行うことが



できる者にしてください。今日も、怖い者は何もない、平安な心で過ごさせてく

ださい。イエス様のお名前によってお祈りします。アーメン。	
	
・（けんきん）今日もとっておいて、教会で再びお会いするときにまとめてささ	
	 	 	 	 げましょう。	
	
・さんび	 さんびか７６番	 じのないほんのうた	 ２回歌おう！（下を参照）	
	
・お祈り（黙祷をもって神様が救ってくださることを信じて、感謝しましょう。）	
	



	
	


